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顔
と
が
ん
ば
り
の
町

議
会
だ
よ
り

▲小野中学校改築整備事業現地調査（３月１４日） ▲文部科学副大臣に原子力災害賠償等に関する要望書を提出（２月２７日）

▲葉たばこ播種状況現地視察（３月１０日） ▲第1回定例会予算審査特別委員会での審査（３月１２日）



第1回定例会
3月6日～１6日

　平成２４年第１回定例会は、３月６日から１６
日まで11日間の会期で開かれました。
　会議では、平成２３年度補正予算、平成２４
年度当初予算、条例の制定４件、改正１８件、
小野町監査委員の選任などのほか、議員提
出議案７件など、４９議案について原案のとお
り可決しました。
　また、４名の議員が一般質問を行い、町政
各般にわたり町長の考えをただしました。
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▲第1回定例会

　平成２４年度当初予算は下の表のとおり、全員賛成で可決しました。
　平成２４年度当初予算は、東日本大震災、及び東京電力福島第一原子力発電所事故による災害からの
復旧・復興を基本とし、子育て支援、幼児教育環境整備、企業誘致推進、雇用確保、浄化槽整備推進事業、
未舗装道路の計画的な整備など、選択と集中による予算配分がなされました。
　なお、今年度より除染対策事業特別会計が新たに設置されました。これは、東京電力福島第一原子力発
電所の事故に伴い実施する除染事業の円滑な運営と経理の適正化を図るため、歳入と歳出を一般会計と
区別し特別会計として実施するものです。

平成２４年度当初予算 ４０億１，５００万円
（一般会計）

陳情の審査結果 第1回定例会では、5件の陳情を審査しました。結果は次のとおりです。

福島県における脱原発の実現と、住民の命と健康を守
り、補償の実現、安心して暮らせるふるさとを取り戻す
ための取り組みを求める陳情

採 択福島県平和フォーラム 代表：竹中 柳一

防災対策など住民の安心・安全を支える行政サービ
スの体制・機能の充実を求める陳情 採 択国土交通労働組合東北地方協議会

議長：後藤 明広

「特例水準解消」による公的年金削減に反対する意見書
の提出を求める陳情 採 択全日本年金者組合福島県本部田村支部

支部長：佐藤 一正

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意
見書提出の陳情 採 択

日本労働組合総連合会福島県連合会
田村地区連合会 議長：吉田 実

陳情者件名 審査結果

森林に対する固定資産税の免税措置について 不採択田村森林組合 代表理事組合長：早川 英二
ふくしま中央森林組合 代表理事組合長：渡辺 一夫

意見書とは… 「地方公共団体の議会は、公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる（地方
自治法第９９条）」とされています。公共の利益の増進を図るため、議会に認められている権限です。

陳情を受け、議員提出議案により意見書を内閣総理大臣等に提出しました。
議員提出議案の審査結果

宇佐見留男 議員 全員賛成で可決

福島県における脱原発の実現と、住民の命
と健康を守り、補償の実現、安心して暮らせ
るふるさとを取り戻すための取り組みを求
める意見書

「特例水準解消」による公的年金2.5%削減
に反対する意見書

提出者議案名 審査結果

内閣総理大臣
総務大臣ほか

籠田良作 議員 全員賛成で可決福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求
める意見書

内閣総理大臣
厚生労働大臣ほか

提出先

宗像芳男 議員 全員賛成で可決

防災対策など住民の安心・安全を支える行政
サービスの体制・機能の充実を求める意見書

内閣総理大臣
厚生労働大臣

会田明生 議員 全員賛成で可決 内閣総理大臣
国土交通大臣ほか

平成２4年度当初予算（千円）
会計区分 当初予算額 前年度との比較

特
別
会
計

一般会計 4,015,000
1,251,147
101,730
47,192
957,966
3,853

106,043
3,091

149,965
148,095
9,238

107,630

国民健康保険
後期高齢者医療
除染対策事業
介護保険
介護保険サービス事業
浄化槽整備推進事業
文化・体育振興基金

水道事業

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

△10,000
△59,104
△1,710
47,192
5,614
361

△69,923
9

598
179

4,593
14,047

人
事
案
件

先
﨑
福
夫
委
員
の
任
期
が

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る

た
め
、引
き
続
き
同
氏
の

選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、満
場
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

◇
小
野
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き

　
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▲先﨑福夫氏

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
小
野
町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、小
野
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
し
て

き
ま
し
た
が
、平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

指
定
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
同
協

議
会
を
指
定
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た

も
の
で
、満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
指
定
期
間
は
、平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

佐
藤
信
之
委
員
の
任
期

が
平
成
二
十
四
年
六
月
三

十
日
を
も
っ
て
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き

同
氏
を
推
薦
し
た
い
た
め

議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、満
場
一
致
で
候

補
者
と
し
て
適
任
と
決
定
し
ま
し
た
。

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

　
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▲佐藤信之氏
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　平成２４年３月の補正予算は右の表のとお
り、全員賛成で可決しました。
　収入では、町税や土木施設災害復旧費国庫
負担金の減額を見込みましたが、特別交付税
や震災復興特別交付税、東日本大震災復興支
援交付金などが増額となりました。
　支出では、自治体クラウド型基幹行政シス
テム整備業務委託料、国民健康保険特別会
計繰出金、公立小野町地方綜合病院企業団
への負担金、一部損壊被災住宅修繕工事費
助成金などを増額したほか、感染症予防事業
委託料、田村東部環境センター分担金などを
減額する内容です。
　国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険・
介護保険サービス事業・浄化槽整備推進事業
などの特別会計では、年間の事業費見込み額
を決算に向け調整しました。

特
別
会
計

一般会計

会計区分 補正額（千円） 予算総額

160,116

17,384

▲1,447

▲19,967

440

▲91,264

621

▲3,789

▲6,595

▲1,052

▲6,019

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護保険サービス事業

浄化槽整備推進事業

文化・体育振興基金

水道
事業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

5,821,494

1,282,573

97,455

976,578

3,932

84,384

3,703

147,191

144,012

8,222

101,882

平成２4年3月補正予算

小野町議会では、2月27日と28日の両日、関係大臣や関係省庁、並びに県選出国会議
員へ、原子力災害賠償や除染対策、農林・畜産等に係る風評被害対策や福島県民の健康
対策等について、全議員で要望活動を実施してきました。

▲玄葉光一郎外務大臣への要望活動 ▲増子輝彦参議院議員への要望活動

▲荒井広幸参議院議員への要望活動 ▲岩城光英参議院議員への要望活動

既
存
企
業
の
育
成
、

新
規
の
企
業
誘
致
を
ま
ち
づ

く
り
の
最
重
要
課
題
と
し
て

全
力
で
取
り
組
み
、一
人
で
も

多
く
の
雇
用
の
場
を
確
保
し

て
ま
い
り
た
い
。

一　般　質　問
第1回定例会

3月7日

宇佐見留男議員、籠田良作議員、会田明生議員、水野正廣議員が
町政各般について質問を行いました。

宇
佐
見
留
男 

議
員

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

小
野
町
の

人
口
減
少
に
つ
い
て

人
口
増
に
つ
な
が
る

施
策
を
推
進
す
る

小
野
町
の
人
口
は
、昭

和
30
年
に
は
１
万
７
千
人
で

し
た
が
、平
成
17
年
の
国
勢

調
査
で
は
１
万
２
千
人
余

り
と
大
き
く
減
少
し
て
お

り
、本
年
２
月
号
の
「
広
報

お
の
ま
ち
」
に
よ
る
と
、平

成
24
年
１
月
１
日
現
在
で

１
万
９
４
６
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
急
速
な
人
口

減
少
に
歯
止
め
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、町
長
の
見
解
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

問

小
野
町
の

経
済
情
勢
に
つ
い
て

人
口
の
維
持・増
加
を
図

問

町
の
基
幹
産
業
に
つ
い
て

町
を
代
表
す
る
葉
た
ば

こ
産
業
が
、昨
年
の
原
発
事

故
以
来
、休
作
を
余
儀
な
く

さ
れ
、廃
作
す
る
農
家
も
多

く
、半
数
近
く
の
農
家
が
廃

作
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、廃
作
農
地
で

転
作
作
物
を
栽
培
す
る
農

問

人
口
増
加
対
策
は

農
業
情
勢
に
つ
い
て

最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
む

町
長

住
民
福
祉
に
つ
い
て

各
種
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
が
元
気
で
生
き
生
き
と

快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
、さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
施
策
が
必
要
で

す
。保
育
環
境
の
充
実
な
ど

の
子
育
て
支
援
、高
齢
者
が

生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
の

高
齢
者
福
祉
や
地
域
医
療
の

充
実
な
ど
、町
全
体
の
福
祉

向
上
の
た
め
ど
の
よ
う
な
施

策
を
進
め
る
の
か
、町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

問

町
で
は
、こ
れ
ま
で

保
育
料
の
軽
減
、子
ど
も
医

町
長

支
援
に
係
る
経
費
を

当
初
予
算
に
計
上

葉
た
ば
こ
廃
作
地

を
利
用
し
て
新
た
に
土
地

利
用
型
作
物
を
作
付
し
た

町
長

町
長

町
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
る
環
境
の
整
備
、定
住
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
、雇
用
の
創

出
と
拡
大
な
ど
の
施
策
は
大

変
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

子
ど
も
医
療
費
へ
の
助
成
、放

課
後
児
童
の
対
策
、保
育
料

の
軽
減
拡
大
等
の
子
育
て
支

援
策
、定
住
対
策
と
し
て
の

各
種
定
住・二
地
域
居
住
推
進

事
業
の
展
開
、雇
用
の
場
の
確

保
対
策
と
し
て
の
企
業
誘
致

の
促
進
な
ど
、人
口
増
に
つ
な

が
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
。

り
、若
者
が
小
野
町
に
定
住

し
て
安
心
し
て
働
く
場
所
が

あ
る
こ
と
が
、町
の
経
済
を
潤

す
と
考
え
ま
す
が
、町
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

療
費
の
対
象
年
齢
拡
大
、放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ・放
課
後
子

ど
も
教
室
の
開
講
、特
定
不

妊
治
療
費
の
助
成
な
ど
、保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。ま
た
、幼

稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
一体

化
さ
せ
た
施
設
、仮
称「
総
合

子
ど
も
園
」の
整
備
に
つ
い
て

も
、調
査・検
討
、計
画
立
案
に

係
る
費
用
を
平
成
24
年
度
当

初
予
算
に
計
上
し
、積
極
的
に

事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
高
齢
者
の
福
祉
施
策

に
つ
い
て
で
す
が
、健
康
で
長

生
き
を
す
る
た
め
に
は
介
護

予
防
が
重
要
と
の
認
識
か

ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

家
や
農
地
所
有
者
に
支
援

策
を
講
じ
る
考
え
が
あ
る

か
、伺
い
ま
す
。

タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
様
々

な
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

高
齢
者
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
助
成
を

継
続
い
た
し
ま
す
。一
人
暮
ら

し
高
齢
者
に
対
し
ま
し
て
は
、

閉
じ
こ
も
り
を
防
止
し
相
互

に
触
れ
合
う
機
会
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、単
身
高
齢

者
お
楽
し
み
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
、非
常
時
に
町

や
近
所
の
方
が
す
ぐ
駆
け
付

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。ま
た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
安
定
的
供
給
に
努
め
、在

宅
や
施
設
で
の
介
護
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

関係大臣や県選出国会議員へ要望活動を実施
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籠
田
良
作 

議
員

医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

除
染
対
策
に
お
け
る

「
係
」の
設
置
に
つ
い
て

先
般
、平
成
24
年
度
行
政

組
織
機
構
改
正
の「
案
」が
示

さ
れ
、そ
の
中
で
、現
在
の
町

民
生
活
課
の
中
に
除
染
担
当

を
新
た
に「
係
」と
し
て
設
け

る
と
あ
り
ま
し
た
。

　

除
染
後
の
仮
置
場
の
問
題
、

周
辺
住
民
の
健
康
の
保
護
、生

活
環
境
の
保
全
、除
去
土
壌
の

問

課
の
設
置
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
、な
ぜ「
課
」の

設
置
は
で
き
な
い
の
か
。「
係
」

だ
け
で
は
相
当
無
理
が
あ
り
ま

す
。「
課
」を
設
置
す
れ
ば
、そ

の
中
に
お
い
て
町
民
の
た
め
に

問

課
内
に
担
当
部
署
を

置
く
こ
と
と
し
た

新
た
な
課
を
設
置
す

る
か
、課
内
に
担
当
部
署
を
設

置
す
る
か
に
つ
い
て
、様
々
な
検

討
を
加
え
た
結
果
、平
成
24
年

度
に
お
い
て
は
町
民
生
活
課
内

に
除
染
担
当
部
署
を
置
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。除
染
担
当
部
署

が
専
門
業
務
に
あ
た
る
ほ
か
、課

内
の
他
の
担
当
職
員
の
応
援
を

得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、機
能
的

に
除
染
業
務
を
実
施
す
る
有
効

な
形
態
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

除
染
事
業
は
、町
民
生
活

課
除
染
担
当
部
署
が
総
合
調

整
を
行
い
、全
庁
的
に
取
り
組

み
ま
す
が
、今
後
の
進
捗
状
況

の
推
移
も
見
な
が
ら
、柔
軟
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

町
長

除
染
事
業
を
大
き
く

進
捗
さ
せ
る
と
判
断
し

新
設
す
る
こ
と
と
し
た

放
射
性
物
質
汚
染

対
処
特
措
法
に
お
い
て
は
、詳

細
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
汚

染
状
況
調
査
測
定
、除
染
実

施
計
画
の
策
定
、仮
置
場
の

設
置
等
を
含
む
除
染
措
置
等

の
実
施
が
、町
が
行
う
べ
き
業

務
で
あ
り
ま
す
。平
成
23
年

度
に
お
い
て
は
、町
民
生
活
課

環
境
安
全
担
当
を
中
心
に
、

こ
の
業
務
を
担
当
し
、関
係

各
課
等
の
連
携
に
よ
り
庁
内

全
体
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。平
成
24
年
度
に
お

い
て
は
、庁
内
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

専
門
に
業
務
を
行
う
除
染
担

当
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
が

除
染
事
業
を
大
き
く
進
捗
さ

せ
る
と
判
断
し
、町
民
生
活

課
内
に
除
染
担
当
部
署
を
新

設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

町
長

病
院
の
改
築
に
向
け
、私
も

先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
む

公
立
小
野
町
地
方
綜

合
病
院
で
は
、震
災
後
に
耐
震

二
次
診
断
を
実
施
し
ま
し
た

が
、施
設
の
健
全
性
の
確
保
の

た
め
に
は
大
幅
な
耐
震
補
強
、

あ
る
い
は
改
築
が
不
可
欠
で
あ

る
と
判
明
し
、早
急
に
建
替
え

に
よ
る
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
て
構
成
５
市
町
村
の
首

長
に
よ
る
要
望
活
動
の
実
施

や
、病
院
議
会
に
お
い
て
も
精

力
的
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
長

問
題
解
決
に
向
け

努
力
し
た
い

東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
放
射
性
物
質
の
放
出

に
よ
り
、事
故
当
初
か
ら

畜
産
経
営
に
は
大
き
な
被

害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。一
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
今
で
も
、牧
草
の
給
与
の

問
題
、老
廃
牛
の
処
分
の

問
題
等
が
山
積
み
さ
れ
、

飼
料
代
等
の
経
費
が
か
さ

み
、逼
迫
し
て
い
る
畜
産
農

家
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

私
も
強
い
憤
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、損
害
賠
償
請

求
も
視
野
に
入
れ
、国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、関

係
団
体
と
の
一
層
の
連
携
を

図
り
、問
題
解
決
に
向
け

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

町
長

原
発
事
故
後
の

農
家
に
つ
い
て

原
発
事
故
後
の
畜
産

農
家
に
つ
い
て
、放
射
性
物

質
の
影
響
で
枝
肉
価
格
が

低
迷
し
、子
牛
価
格
が
暴

落
し
た
こ
と
は
残
念
で
あ

り
ま
す
。
東
電
の
賠
償
も

全
額
と
は
な
ら
ず
、繁
殖

農
家
の
経
営
は
逼
迫
し
て

お
り
ま
す
。さ
ら
に
、和
牛

繁
殖
雌
牛
の
老
廃
牛
の
出

荷
が
滞
り
、繁
殖
牛
を
更

新
で
き
な
い
上
、飼
料
代

問

公
立
小
野
町

地
方
綜
合
病
院
の

改
築
に
つ
い
て

除
染
対
策
に
つ
い
て

町
民
の
方
々
の

働
く
場
所
の
確
保
策
は

行
っ
て
い
る
か

町
内
に
は
、長
引
く
景

気
の
低
迷
等
を
背
景
に
仕

事
を
失
い
、求
職
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
々
が
大
勢
い
ま

す
。
２
月
13
日
時
点
で
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
に
求
職
登

録
し
て
い
る
町
民
の
方
々
は

１
７
３
名
お
り
ま
す
。一
方
で

フ
ル
タ
イ
ム
労
働
で
の
求
人

の
件
数
は
、２
月
27
日
時
点

で
73
人
、う
ち
、28
人
が
小

野
町
の
緊
急
雇
用
対
策
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

緊
急
雇
用
等
の
対
策
は
、

短
期
的
な
施
策
と
し
て
は

雇
用
確
保
に
貢
献
し
て
い
る

と
思
う
が
、住
み
な
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
安
定
し
た

問

早
期
の
企
業
誘
致
に
向
け
、

最
大
限
の
努
力
を

し
て
ま
い
る

雇
用
の
場
の
確
保

と
し
て
は
、直
接
的
に
雇
用

拡
大
に
繋
が
る
企
業
誘
致

で
あ
り
、ま
た
、既
存
企
業

の
育
成
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、鶴
庭

工
業
用
地
等
へ
の
企
業
誘
致

に
鋭
意
努
力
し
て
き
ま
し

た
が
、現
時
点
で
誘
致
に
は

町
長

働
く
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
の

利
用
策
に
つ
い
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
の
影

響
に
よ
り
、当
町
の
代
表
的

な
作
物
で
あ
る
葉
た
ば
こ
の

作
付
が
見
送
ら
れ
、生
産
者

68
人
の
う
ち
28
人
が
廃
作

の
選
択
に
い
た
り
、今
年
の

作
付
面
積
は
、昨
年
よ
り
も

16
．15
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
、

36
．98
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
農
業
セ
ン

サ
ス
の
数
字
に
よ
る
と
、当

町
の
耕
作
放
棄
地
面
積
は

２
１
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、全
体

の
経
営
耕
地
面
積
が
１
，１

１
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、い
か
に
耕
作
さ
れ
て

い
な
い
農
地
が
多
い
か
確
認

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、農
業
生
産
の
担

い
手
不
足
、放
射
性
物
質
の

問

耕
作
放
棄
地
解
消
に

つ
な
が
る
支
援
策
を

検
討
し
た
い

先
ほ
ど
の
宇
佐
見

議
員
の
質
問
に
も
お
答
え
し

ま
し
た
が
、葉
た
ば
こ
が
廃

作
さ
れ
た
農
地
に
新
た
に
土

地
利
用
型
作
物
を
作
付
し

た
農
家
に
対
し
、10
ア
ー
ル

当
た
り
２
万
円
の
報
償
金
を

支
給
し
、生
産
意
欲
の
低
下

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、農

地
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、当
初
予
算
に
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ

き
ま
し
て
、平
成
21
年
度
よ

町
長

農
地
利
用
策
に
つ
い
て

今
回
の
震
災
に
よ
り
、２

市
１
町
２
村
の
出
資
に
よ
り

企
業
団
と
し
て
構
成・運
営
さ

れ
て
い
る
公
立
小
野
町
地
方

綜
合
病
院
が
大
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

　

２
月
に
福
島
県
浜
通
り
地

方
医
療
復
興
計
画（
素
案
）の

概
要
が
発
表
さ
れ
、そ
の
中
に

課
題
と
し
て
双
葉
エ
リ
ア
の

医
療
機
関
の
再
開
支
援
、近
隣

医
療
圏
と
の
連
携
強
化
が
あ

り
、い
わ
き
医
療
圏
と
の
連

携
、公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病

院
の
施
設
整
備
が
概
要
と
し

て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、他
の
医
療
圏
と
の
連
携
の

中
に
、田
村
市
が
企
業
団
の
構

問

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、国
・

県
の
復
興
支
援
策
等
を
踏

ま
え
、企
業
へ
の
ピ
ー
ア
ー

ル
活
動
の
実
施
、県
等
の
関

土
壌
へ
の
影
響
な
ど
、更
な

る
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
中
、ど
の
よ
う

な
方
策
で
農
地
の
利
用
を

図
っ
て
い
く
の
か
、考
え
を

伺
い
た
い
。

係
当
局
と
の
連
携
強
化
を

図
り
な
が
ら
、早
期
の
誘
致

に
向
け
、最
大
限
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

量
の
記
録
等
、多
岐
に
わ
た
り

事
務
量
が
増
え
る
こ
と
は
目

に
見
え
て
お
り
、一つ
の
課
内
に

除
染
担
当
者
を
お
い
て
も
対

応
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
が
職
員
を
各
自
治
体
に

配
置
し
、住
民
理
解
を
求
め
る

の
が
本
筋
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、町
長
は
ど
の
よ
う
な

考
え
で「
係
」を
設
置
す
る
の

か
、お
尋
ね
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
ま
し
て
、こ

の
た
び
県
よ
り
示
さ
れ
た
浜

通
り
地
方
医
療
復
興
計
画
に

お
い
て
、川
内
村
を
始
め
阿
武

隈
高
地
の
住
民
の
医
療
の
確

保
の
た
め
、公
立
小
野
町
地
方

綜
合
病
院
の
改
築
を
支
援
し
、

医
療
提
供
機
能
を
高
め
る
等

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
も

の
で
す
。本
計
画
は
、現
在
、県

に
お
い
て
国
と
協
議
中
で
あ

り
ま
す
が
、こ
の
機
会
を
逃
す

こ
と
な
く
、病
院
企
業
団
、病

院
議
会
、構
成
市
町
村
長
に
よ

る
理
事
者
会
が
緊
密
な
連
携

の
も
と
、病
院
の
改
築
に
向

け
、私
も
先
頭
に
立
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、ま

だ
ま
だ
働
く
場
所
が
不
足

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
の
様
な
求
人

求
職
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、対
策
を
講
じ

て
い
く
の
か
、町
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

責
任
あ
る
仕
事
が
で
き
、町
民

の
方
々
も
安
心
し
て
除
染
問
題

に
お
い
て
も
気
軽
に
相
談
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
の
た
め
に
今
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
の
中
に
お
い
て
除
染
は

大
変
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。再

度
申
し
あ
げ
ま
す
が
、「
課
」の

設
置
は
考
え
て
お
る
の
か
、お

尋
ね
し
ま
す
。

農
家
に
対
し
、10
ア
ー
ル

当
た
り
２
万
円
の
報
償
金

を
支
給
し
、意
欲
を
持
っ
て

農
業
を
継
続
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
農
地
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
の
経
費

を
当
初
予
算
に
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、畜
産
へ
の
移
行

を
希
望
さ
れ
て
い
る
農
家

も
多
い
と
お
聞
き
し
て
い

る
た
め
、農
家
が
ス
ム
ー
ズ

に
転
換
で
き
る
よ
う
、優

良
基
礎
肉
用
、乳
用
雌
牛

導
入
事
業
補
助
金
を
拡
充

し
、併
せ
て
当
初
予
算
へ
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

な
ど
経
費
が
か
か
り
、経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
、伺
い
ま
す
。

会
田
明
生 

議
員

成
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
公
立

小
野
町
地
方
綜
合
病
院
を
強

化
し
て
、山
間
部
の
救
急
医
療

と
入
院
医
療
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、医
療
機
関
の
再

開
支
援
及
び
他
の
医
療
圏
と

の
連
携
強
化
の
具
体
的
事
項

が
あ
り
、震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
公
立
小
野
町
地
方
綜

合
病
院
を
改
築
し
、近
代
的
な

機
能
を
整
備
す
る
こ
と
で
、阿

武
隈
高
地
の
住
民
へ
の
救
急

医
療
と
入
院
医
療
の
提
供
体

制
を
整
備
し
ま
す
と
あ
り
ま

す
。公
立
小
野
町
地
方
綜
合

病
院
の
早
期
改
築
を
構
成
市

町
村
一体
と
な
り
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方

を
お
持
ち
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
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原
発
事
故
に
よ
る

林
産
物
へ
の
実
害
・

風
評
被
害
と
経
済
活
動

再
開
対
策
に
つ
い
て

森
林
面
積
が
７
割
を
占

め
る
当
町
で
は
、森
か
ら
の
恵

み
を
い
た
だ
い
て
生
活
あ
る

い
は
経
済
活
動
に
活
か
し
て

来
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、昨
年
の
東
京
電

力
福
島
第
一原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
り
状
況
は一変
し
、放
射

性
物
質
の
汚
染
に
よ
る
実
害・

風
評
被
害
に
よ
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
資
源
は
、当
町
に
定
着

す
る
資
源
と
し
て
非
常
に
大
き

な
も
の
が
あ
り
、林
産
物
の
活

用
、更
に
は
働
く
場
所
と
し
て
、

一刻
も
早
く
再
生
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、ど
の
よ
う
な
方
策

を
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

問

林
業
の
安
定
的
経
営
の

基
盤
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い

林
業
経
営
に
お
け

る
実
害
・
風
評
被
害
は
計
り

知
れ
ず
、非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
は
、私
も
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、こ
の
よ
う

な
状
況
下
、森
林
の
荒
廃
も

予
測
さ
れ
る
た
め
、間
伐
な

ど
の
森
林
整
備
作
業
に
対

し
、県
か
ら
の
40
%
の
補
助

に
加
え
、町
単
独
に
よ
り
10

%
嵩
上
げ
補
助
を
行
う
予
算

を
今
定
例
議
会
当
初
予
算
に

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、一
刻
も
早
く
昨
年
の

３
月
11
日
以
前
の
状
態
に
戻

れ
る
よ
う
、林
業
の
安
定
的

経
営
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

町
長

情
報
収
集
や

情
報
提
供
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た

県
の
企
業
立
地

課
、及
び
町
商
工
会
な
ど
を

通
し
て
、被
災
事
業
者
や
避

難
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
情

町
長

完
全
複
式
学
級
の

統
合
を
先
行
的
に
行
う

「
小
野
町
教
育
環

境
整
備
の
基
本
方
針
」に
お

い
て
、完
全
複
式
学
級
の
小

学
校
統
合
を
先
行
的
に
行

い
、最
終
的
に
は
一つ
の
小
学

町
長

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」は

夏
井
第
一
小
学
校
、

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」は

小
野
新
町
小
学
校
で
実
施

「
放
課
後
子
ど
も

教
室
」事
業
は
、児
童
の
安

全
安
心
な
放
課
後
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、国
・
県

の
補
助
を
受
け
平
成
22
年

度
か
ら
夏
井
第
一
小
学
校
で

町
長

有
効
な
支
援
策
を

検
討
し
、進
め
た
い

今
後
の
対
応
に
つ

い
て
で
す
が
、児
童
生
徒
の

家
庭
環
境
や
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
を
調
査
の
上
、さ
ら

に
充
実
す
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。

　

ま
た
、現
在
未
実
施
の

飯
豊
小
学
校
、浮
金
小
学

校
に
つ
い
て
も
、各
学
校
区

で
、ど
の
よ
う
な
放
課
後

児
童
の
支
援
策
が
よ
り
有

効
か
検
討
し
、進
め
て
ま
い

り
た
い
。

町
長

施
設
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
る

平
成
18
年
８
月
に
、

町
教
育
委
員
会
で
策
定
し

た「
小
野
町
教
育
環
境
整
備

の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、

幼
保
連
携
施
設
と
し
て「
認

定
こ
ど
も
園
」の
整
備
が
掲

げ
ら
れ
、こ
れ
を
踏
ま
え
、

こ
ど
も
園
整
備
の
具
現
化

の
た
め
に「
幼
児
教
育
施
設

整
備
基
本
構
想
」を
取
り
ま

と
め
、調
査
・
検
討
を
進
め
て

町
長

森
林
資
源
の
活
用
策
に
つ
い
て

避
難
者
に
対
す
る

生
活
再
開
の
場

と
し
て
の
町
有
地
の

提
供
に
つ
い
て

警
戒
区
域
や
計
画
的

避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
た

地
域
の
方
々
は
、住
み
な
れ

た
地
域
を
離
れ
、県
内
の
仮

設
住
宅
あ
る
い
は
県
外
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
状
況
で
、昨
年
12
月
25
日

現
在
で
県
外
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
は
６
万
人
を
超
え

る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、原
発
立
地
地
域

等
に
居
住
さ
れ
て
い
た

方
々
で
、長
期
に
わ
た
っ
て

自
宅
以
外
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

の
生
活
再
開
の
場
と
し
て
、

法
務
局
跡
地
等
の
町
有
地

を
提
供
す
る
考
え
は
あ
る

か
、伺
い
ま
す
。

問検
討
し
て
ま
い
り
た
い

法
務
局
跡
地
を
含

む
ま
ち
な
か
の
町
有
地
に

つ
い
て
は
、中
・
長
期
的
に

町
長

再
開
の
た
め
の

事
業
地
を
探
し
て
い
た

企
業
の
情
報
は

収
集
し
て
い
た
か

避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
事
業
者
、あ
る
い
は
施

設
設
備
が
損
壊
し
、再
開
の

た
め
の
事
業
地
を
探
し
て
い

る
企
業
が
多
く
あ
る
か
と

思
う
が
、こ
う
い
っ
た
情
報

は
町
と
し
て
収
集
し
て
い

た
の
か
。

問

原
発
事
故
に
よ
る

被
災
者
支
援
に
つ
い
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、国
に
お
い
て
去

る
３
月
２
日
に
関
係
閣
僚

か
ら
な
る
少
子
化
対
策
会

議
に
お
い
て
、質
の
高
い
教

育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供

す
る
施
設
と
し
て
、（
仮

称
）「
総
合
こ
ど
も
園
」
を

創
設
す
る
こ
と
と
し
、今
国

会
へ
関
係
法
案
を
提
出
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、従
前
の

制
度
の「
認
定
こ
ど
も
園
」

と
し
て
の
整
備
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
が
、新
た
な

報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

町
の
工
業
用
地
や
空
き
店

舗
等
の
情
報
提
供
を
積
極

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、関
係
団
体
と
連

携
強
化
を
図
り
、情
報
収
集

と
提
供
に
努
め
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

な
が
る
利
活
用
の
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

帰
還
の
困
難
な
方
々

が
、将
来
的
に
小
野
町
で

生
活
基
盤
を
築
き
た
い
と

い
う
移
住
希
望
に
対
す
る

受
け
皿
と
し
て
の
活
用
方

法
も
ま
た
有
効
活
用
の
一つ

で
あ
る
と
考
え
て
は
お
り

ま
す
の
で
、今
後
、多
く
の

方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、利
活
用
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

施
策
の「
総
合
こ
ど
も
園
」

と
し
て
、早
期
に
幼
児
教

育
環
境
の
整
備
を
図
る
べ

く
、今
定
例
会
当
初
予
算

に
関
係
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

今
後
、建
設
候
補
地
の

選
定
や
施
設
規
模
・
運
営

面
で
の
検
討
を
は
じ
め
、

施
設
整
備
に
向
け
た
取
り

組
み
を
本
格
化
さ
せ
、幼

保
一
体
化
施
設
の
早
期
整

備
を
図
り
、子
育
て
支
援

の
充
実
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

校
に
統
合
し
、必
要
と
な
る

施
設
整
備
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
統
合
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
、並
び
に
今
後
の
展
望

に
関
し
て
は
、教
育
長
に

答
弁
い
た
さ
せ
ま
す
。

な
が
ら
計
画
を
取
り
ま
と

め
て
ま
い
り
た
い
と
の
答

弁
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
、及
び
今
後
の
展
望
を

伺
い
ま
す
。

消
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、農
家
が
意
欲
的
・

安
定
的
に
経
営
が
営
め
、耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
が

る
支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

り
、国
の
「
耕
作
放
棄
地
再

生
利
用
緊
急
対
策
事
業
」
、

町
の
単
独
事
業
と
し
て「
夢

の
あ
る
農
業
者
育
成
事
業
」

等
を
活
用
し
、畜
産
農
家
と

連
携
し
耕
作
放
棄
地
の
解

合
い
を
進
め
な
が
ら
、保
護

者
を
始
め
、各
地
域
の
方
々

の
ご
理
解
、合
意
形
成
を

得
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

実
施
し
て
い
ま
す
。実
施
日

と
時
間
帯
は
登
校
日
の
午

後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
、全

学
年
が
対
象
で
、現
在
47
名

が
登
録
し
、１
日
10
名
か
ら

15
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

利
用
は
無
料
で
す
。

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

事
業
は
、保
護
者
が
就
労

等
に
よ
り
保
育
で
き
な
い
、

概
ね
小
学
校
３
年
生
以
下

の
児
童
を
保
育
し
、平
成
22

年
度
か
ら
小
野
新
町
小
学

校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。実

施
日
は
登
校
日
と
土
曜

日
、及
び
夏
休
み
等
の
長
期

休
業
日
で
あ
り
、保
育
時
間

は
、平
日
が
午
後
２
時
か
ら

７
時
、土
曜
日
や
長
期
休

業
日
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
７
時
で
す
。
利
用
料
は

月
額
２
，０
０
０
円
で
長
期

水
野
正
廣 

議
員

総
合
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

総
合
こ
ど
も
園
の

整
備
に
つ
い
て

先
の
定
例
会
に
お
い
て

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

伺
っ
た
と
こ
ろ
、建
設
候
補

地
や
施
設
の
規
模
、内
容
、

優
位
な
財
源
確
保
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る

と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た

が
、現
在
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
、及
び
今
後
の
進
め
方

な
ど
、具
体
的
な
実
施
策
を

伺
い
ま
す
。

問

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

現
在
の
取
り
組
み
状
況
、

展
望
に
関
し
て

小
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
で
す
が
、先
の
定
例
会

に
お
い
て
會
田
前
議
員
が

統
合
計
画
の
状
況
に
つ
い

て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、統
合
再

編
に
つ
い
て
は
、保
護
者
を

は
じ
め
各
地
域
の
方
々
の

ご
理
解
と
合
意
形
成
が
何

よ
り
も
重
要
と
考
え
て
お

り
、実
施
時
期
や
施
設
整

備
に
つ
い
て
様
々
な
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し

問

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

特
に
飯
豊
小
、

浮
金
小
に
つ
い
て

今
後
の
対
応
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
方
針
で

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。
特
に
飯
豊
小
学

校
、浮
金
小
学
校
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

問

放
課
後
児
童
へ
の
支
援
策
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

及
び
放
課
後
子
ど
も

教
室
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
へ
の
支

援
策
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
で
す
が
、現
在
、当
町

で
取
り
組
ん
で
い
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
、及
び
放

課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い

て
、時
間
体
制
、料
金
、利

用
児
童
数
な
ど
に
つ
い
て
、

伺
い
ま
す
。

問

現
在
ま
で
の
取

り
組
み
状
況
を
申
し
あ
げ

ま
す
と
、小
野
新
町
小
学
校

雁
股
田
分
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
４
月
に
、本
校
で

あ
る
小
野
新
町
小
学
校
に

統
合
し
ま
し
た
。

　

次
に
小
戸
神
小
学
校
、並

び
に
夏
井
第
二
小
学
校
に
つ

い
て
、平
成
22
年
４
月
に
、小

戸
神
小
学
校
は
小
野
新
町
小

学
校
に
、夏
井
第
二
小
学
校

は
夏
井
第
一
小
学
校
に
そ
れ

ぞ
れ
統
合
し
、当
面
の
目
標

で
あ
り
ま
す
完
全
複
式
学
級

の
解
消
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

統
合
・
再
編
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、各
地
域
で
の
話
し

教
育
長

各
地
域
で
の

話
し
合
い
を

進
め
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い

で
、全
小
学
校
の
円
滑
な
統

合
に
つ
な
げ
る
た
め
、実
施

時
期
の
見
極
め
も
含
め
て
、

慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

休
業
期
間
の
利
用
は
別
途

追
加
料
金
が
か
か
り
ま

す
。現
在
50
名
が
登
録
し
、

30
名
前
後
の
利
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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地
元
や
県
と
の

協
議
を
含
め
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い

現
在
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
で
す
が
、ダ
ム
の

完
成
に
あ
わ
せ
、公
園
、駐

車
場
、ベ
ン
チ
、植
栽
、ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
を
整
備

し
、そ
の
後
、あ
ず
ま
や
の

設
置
、植
樹
祭
に
よ
る
大

町
長

有
害
狩
猟
鳥
獣

捕
獲
隊
に
委
託
し
、

献
身
的
に

駆
除
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る

原
発
事
故
に
よ
る

放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ

り
ま
し
て
、野
生
の
イ
ノ
シ

シ
の
肉
か
ら
基
準
値
を
超

え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
、狩
猟
期
間
の
捕
獲

頭
数
が
大
幅
に
減
少
し
、農

作
物
へ
の
被
害
が
拡
大
す
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、有
害
狩
猟
鳥
獣

捕
獲
隊
に
委
託
し
、農
作
物

へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、献

身
的
に
有
害
鳥
獣
の
駆
除

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、原
発
事
故
の
影

響
が
長
引
く
よ
う
な
こ
と

に
な
る
と
、有
害
狩
猟
鳥
獣

捕
獲
隊
の
意
欲
も
低
下
し
、

捕
獲
隊
の
結
成
に
も
支
障

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
況

で
す
。そ
の
た
め
、町
で
は

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
に

応
じ
て
の
報
償
金
の
支
給

や
狩
猟
免
許
更
新
時
の

町
長

３
月
下
旬
か
ら
児
童
・

生
徒
を
優
先
し
、

測
定
を
開
始
す
る
予
定

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ

ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被

ば
く
線
量
測
定
に
つ
い
て

は
、福
島
県
が
実
施
す
る

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
内
部
被
ば
く
線
量
測

定
事
業
に
よ
る
測
定
に
つ

い
て
、県
関
係
機
関
と
調

整
を
図
っ
て
お
り
、並
行

し
て
、県
に
対
し
て
公
立

小
野
町
地
方
綜
合
病
院
へ

の
設
置
に
つ
い
て
要
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、県
事
業
に
よ

る
線
量
測
定
に
つ
い
て

は
、避
難
対
象
地
域
な
ど

の
住
民
が
優
先
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、当
町
住
民
の
測

定
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
に

は
相
当
期
間
を
要
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、町

町
長

る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す

が
、現
在
の
駆
除
体
制
な
ど

に
つ
い
て
、伺
い
ま
す
。

山
桜
、イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
植

樹
、最
近
で
は
ア
ジ
サ
イ

の
植
樹
を
行
い
、周
辺
整

備
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

次
に
、ト
イ
レ
等
の
設

置
に
つ
い
て
で
す
が
、維

持
管
理
や
防
犯
対
策
、景

観
へ
の
配
慮
な
ど
、様
々

な
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、地
元
や
県
と
の
協
議

を
含
め
、検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

将
来
の
展
望
に
つ
い
て

で
す
が
、整
備
さ
れ
た
環

境
を
維
持
し
続
け
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
、管
理
し

や
す
く
手
間
の
か
か
ら
な

い
四
季
折
々
の
景
観
を
創

出
す
る
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

と
し
て
は
、早
期
に
町
民

が
測
定
を
受
け
ら
れ
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、民

間
医
療
機
関
に
お
け
る
線

量
測
定
に
つ
い
て
、民
間

医
療
機
関
と
の
協
議
が
調

い
ま
し
た
の
で
、３
月
下

旬
か
ら
児
童
・
生
徒
を
優

先
し
、ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ

ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
測
定
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

こ
ま
ち
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

現
在
の
取
り
組
み

状
況
と
展
望
に
つ
い
て

こ
ま
ち
湖
周
辺
整
備

に
つ
い
て
、地
域
の
方
々
の

要
望
、訪
問
者
等
の
利
便
性

を
考
慮
し
、ト
イ
レ
な
ど
の

施
設
整
備
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、現
在
の
整

備
状
況
と
将
来
の
展
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
等
の
対
策
に
つ
い
て

原
発
事
故
以
来
、イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
駆

除
に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い

問

内
部
被
ば
く
線
量
に
つ
い
て

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ

カ
ウ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

内
部
被
ば
く
線
量
に

つ
い
て
で
す
が
、先
の
定

例
会
に
お
い
て
會
田
前
議

員
が
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
質
問
な

さ
れ
た
と
こ
ろ
、
県
の

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
な
ど
の
利
活
用
の
検

討
を
は
じ
め
、公
立
小
野

町
地
方
綜
合
病
院
へ
の
設

置
に
つ
い
て
県
に
強
く
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、地
元
医
師
会
と
の
連

携
、
協
議
を
行
い
な
が

ら
、積
極
的
に
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
後

の
状
況
、及
び
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

問 申
請
料
を
助
成
す
る
予
算

を
今
定
例
会
当
初
予
算
に

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

2月
February

4月
April

3月
March

■
全
員
協
議
会

■
初
議
会

1
日

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

22
日

■
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会（
福
島
市
）

23
日

■
田
村
地
方
町
村
議
会
議
長
会

■
田
村
地
方
市
町
議
会
議
長
会（
三

春
町
）

13
日

■
第
26
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
行
政
区
親
善
交
歓
会（
町
民

体
育
館
）

19
日

■
平
成
24
年
郡
山
地
方
広
域
消
防

組
合
議
会
２
月
定
例
会（
郡
山
市
）

20
日

■
田
村
地
区
更
生
保
護
女
性
会
研

修
会（
多
目
的
研
修
集
会
施
設
）

21
日

■
第
26
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
室
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会（
町
民
体
育
館
）

24
日

■
月
例
全
員
協
議
会

16
日

■
田
村
広
域
行
政
組
合
議
会
２
月

定
例
会（
三
春
町
）

17
日

■
中
央
さ
く
ら
保
育
園
卒
園
式

■
飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
卒
園
式

■
夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
卒
園
式

24
日

■
例
月
出
納
検
査

29
日

■
田
村
三
方
部
親
善
剣
道
大
会（
海

洋
セ
ン
タ
ー
）

26
日

■
福
島
県
立
小
野
高
等
学
校
卒
業
式

1
日

■
中
央
さ
く
ら
保
育
園
入
園
式

■
飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
入
園
式

■
夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
入
園
式

3
日

■
小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
入
園
式

■
浮
金
つつ
じ
児
童
園
入
園
式

9
日

■
小
野
中
学
校
入
学
式

■
浮
金
中
学
校
入
学
式

■
小
野
新
町
小
学
校
入
学
式

■
飯
豊
小
学
校
入
学
式

■
浮
金
小
学
校
入
学
式

■
夏
井
第一小
学
校
入
学
式

6
日

■
百
歳
賀
寿
贈
呈
式（
田
村
市
）

2
日

■
百
歳
賀
寿
贈
呈
式（
夏
井
）

5
日

■
葉
タ
バ
コ
播
種
状
況
視
察

10
日

■
小
野
中
学
校
卒
業
式

■
浮
金
中
学
校
卒
業
式

13
日

■
第
27
回
小
野
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会（
小
野
運
動
公
園
）

20
日

■
消
防
団
春
季
検
閲
式

22
日

■
平
成
24
年
度
小
野
町
体
育
協
会

総
会

27
日

■
小
野
高
等
学
校
入
学
式

■
月
例
全
員
協
議
会

10
日

■
日
赤
奉
仕
団
す
み
れ
会
総
会（
多

目
的
研
修
集
会
施
設
）

11
日

■
田
村
地
方
婦
人
会
連
絡
協
議
会

定
期
総
会（
夏
井
多
目
的
研
修
集

会
施
設
）

■
平
成
24
年
度
小
野
町
民
生
委
員

協
議
会
総
会（
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
）

26
日

■
第
3
回
こ
ま
ち
桜
回
廊
ま
つ
り

■
第
26
回
川
の
手
荒
川
ま
つ
り（
東

京
都
）

29
日

■
平
成
24
年
度
小
野
町
観
光
協
会

総
会

19
日

■
例
月
出
納
検
査

■
県
南
地
方
町
村
議
会
議
長
会
連

絡
協
議
会
定
期
総
会（
石
川
町
）

25
日

■
つつ
じ
児
童
園
卒
園
式

■
高
規
格
救
急
車
披
露
式（
多
目
的

研
修
集
会
施
設
）

19
日

■
小
野
新
町
小
学
校
卒
業
式

■
飯
豊
小
学
校
卒
業
式

■
浮
金
小
学
校
卒
業
式

■
夏
井
第
一小
学
校
卒
業
式

■
百
歳
賀
寿
贈
呈
式（
小
野
新
町
）

23
日

■
わ
か
ば
幼
稚
園
卒
園
式

16
日

■
田
村
広
域
行
政
組
合
２
月
定
例

議
会
運
営
委
員
会

17
日

■
国
への
要
望
活
動（
東
京
）

27
日
〜
28
日

■
小
野
町
交
通
対
策
協
議
会（
多
目

的
研
修
集
会
施
設
）

26
日

■
例
月
出
納
検
査

27
日

■
小
野
町
連
合
婦
人
会
定
期
総
会

（
多
目
的
研
修
集
会
施
設
）

31
日

■
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
議
会

第
１
回
臨
時
会（
郡
山
市
）

29
日

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
平
成
23

年
度
第
２
回
定
期
総
会（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

30
日

■
第
1
回
定
例
会

6
日
〜
16
日

議
会
活
動
日
誌

議
会
活
動
日
誌



この印刷物は、FSC の基準に従って
認証された適切に管理された森からの
木材を含んだ用紙で印刷されています。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
、議
会

活
動
の
状
況
や
審
議
状
況
の
内
容
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、議
会
広
報
誌
と
し
て
、議
会
だ
よ

り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
、新
し
い

広
報
編
集
委
員
会
で
編
集
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、皆
さ
ま
に
愛
読
さ
れ
親
し

ま
れ
る
広
報
誌
に
な
る
よ
う
委
員
一同

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
前
列
右
よ
り

写
真
後
列
右
よ
り

委 

員 

宇
佐
見
留
男

委 

員 

竹
川　

里
志

委
員
長

村
上　

昭
正

副
委
員
長

久 

野　

 

峻

委 

員
田
村　

弘
文

宗
像　

芳
男

会
田　

明
生

吉
田　

康
市

議
会
広
報
編
集
委
員
会

あ
と
が
き

12

このページでは、笑顔でがんばる
町民のみなさんを紹介します。
今回は、「夏井川花咲く水辺の会」を紹介します。
インタビューには会長の会田則夫さん（夏井）が
応えてくれました。

やってて良かったと思ったことは？

自分たちの地域は自分たちで守るという気持ちでやっており、

きれいに環境整備をして、桜やツツジやスイセンなどが咲いた

ときなどに、やってて良かったと思います。また、桜を見に来た

人たちに喜んでもらえれば良いと思ってやっています。 今後の活動の計画や目標は？
現在、会員が高齢化してきており、参加す
る人が徐々に少なくなってきているので、
若い人たちに、ぜひ会員になって参加して
ほしい。毎回でなくとも、桜に堆肥を施肥
するときや、桜の周囲の草刈りなどの時
が、特に人手が必要なので、そういう時だ
けでも参加してほしい。

最後にひとこと
地域のことなので、みんなで地域を守ろうという気持ちで、一人でも多くの人に会員になって参加してほしい。
せっかく、これまで千本桜の手入れと環境整備をしてきたので、これからも今の千本桜の環境を守っていきたい。

▲会長の会田則夫さんどのような活動をしていますか？
もともと、夏井川の千本桜の手入れを目的にボランティア活動として始まりました。会員は９０名ほどいます。現在は桜の周辺の草刈り、堤防に植えたツツジやスイセンの手入れなどを行っています。昨年は桜の除染活動なども行いました。年に１５日くらい活動しています。

（インタビューは、議会広報編集委員会が行いました。）

▲活動の様子

1
3
0

N
o.

発
行
者
　
福
島
県
小
野
町
議
会

編
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議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
9
6
3
　
3
4
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0
2
4
7
　
7
2
　
2
1
1
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福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
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